
餅つき 

ぺったんこ～、ミナモも大活躍！ 

大掃除 

助かったよ、ありがとう！ 

僕は、本を〇〇冊読む
よ。私は、漢字・計算ド
リルに 2 回挑戦するよ。
毎日家の周りを走るよ！ 

新年の抱負 

伝統文化 
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忙しい毎日を過ごしていると、あっという間に月日が通り過ぎてゆきます。やっと
活動しやすくなったと思っていたら、今年も残すところあと３週間となりました。こ
の９ヶ月間で、皆さんは多くを学び、仲間とのネットワークも広がってきたことと思
います。役員さんには、計画した講座が終わるごとにほっとされ、充実感も味わって

いただいていることでしょう。 
さて、これから向かっていく年末や年始は、衣・食・住全てにおいて日本の文化や

その土地ならでは、家ならではの過ごし方が体験できる絶好の機会です。「今年のこ
とは、今年のうちに。」、様々なことに区切りをつけて新しい年を迎えようとお父さん・
お母さんは、日々、慌ただしく過ごしておられることでしょう。「今、忙しいから・・・。」
と、つい口をついて出てしまいそうになりますが、家庭の中で子ども達を仕事に巻き
込めば、家族で同じ時間を共有する、ふれあいになります。子どもを褒めてあげるこ
ともできます。遊んでいる時には見せない、成長を感じる表情や言動が目に留まるか
もしれません。「お父さんやお母さんが喜んでくれる。」「ぼく、私も家族の一員とし

て役に立っている。」それは子どもにとって心が穏やかになる（安定する）瞬間です。
家族で過ごす時間がたくさんもてる年末年始になることを願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

～年末年始は、ふれあいがいっぱい～ 
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可茂地区家庭教育学級応援通信 

いいかも 

可茂地区トレジャーワード 

育もう豊かな感性 ～泣いて、笑って、ともに歩もう～ 

 
「いいかも」 

こちらから 
 

サンタさんは、頑張ったお父さん・お母さんに 
どんなプレゼントを届けてくれるでしょう…。 
 
. 
。 

～１２月号では、５つの実践例を掲載します。～ 次頁より（P2～6） 
12月は、保育園の実践例（在宅取組）を２つ、小学校を２つ、中学校を１つ紹介します。 
実りの秋、充実の秋。各地で活発に学級が運営されました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

在宅取組型 

七宗第１保育園 家庭教育学級 №1９ 

「すっきりお目覚めプロジェクト週間」 
       ～家族みんなで生活習慣の見直しをしてみましょう～ 

取組の目的 
七宗町の小中学校では、毎年長期休み明けに、生活リズムの乱れを改善する取組 

として、この活動を行っています。園児や親御さんも親子で決まりや目標を見つけ、 
普段どのくらいできているか活動を通して生活の見直しをしてみましょう。小中学校 
に兄姉が居るご家庭は、是非、一緒にやってみてください。  

実施時間 ： ９月９日（月）～９月１３日（金）５日間 
対  象 ： 年長・年中・年少 全家庭 
取組内容 ： 早寝・早起き・朝ごはん・歯磨き・メディア時間・はきものそろえ  

  ➀親子で目標（約束）を決めます。（子ども達の年齢に合わせ、達成できる目標を 
考えよう。） 

  ➁毎日、目標（約束）に近づけたかどうかお子さんが表にシールを貼ります。 
  ➂親御さんは、見守りと活動を終えた感想を記入します。  

 

・七宗第１保育園の家庭教
育学級は、年長２名年
少・中から１名ずつ選出
された計４名の役員で運
営しています。 

・家庭教育学級通信「おひ
さま」を定期的に発行
し、学級生募集や活動の
振り返り等を知らせてい
ます。 

・七宗町内の園・小・中学
校が連携し、長期休業日
明けの基本的な生活リズ
ムの見直しをはかる在宅
取組を同時期に行いま
す。 

・町内の養護教諭部会の指
導を受けながら、連携し
て実施しています。 

保護者の感想 
・寝る前の歯磨き頑張れました。くつは言わなくても自

分から揃えて靴箱にしまうことができました。 
・お兄ちゃんと一緒に頑張ってシールを貼ることを楽し

みにしていました。 

・一緒に目標を考えて「できたね」「できなかったね、
明日がんばろうね。」と声掛けして過ごすことができ
ました。目標以外でもお手伝いをしてくれました。 

・言われなくても生活の中であたりまえの事になって
くれればいいなと思います。 

・「あいさつ自分からしたよ」と教えてくれました！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

講演会型 ＋ 子育てサロン型 

七宗町立上麻生小・神渕小 合同家庭教育学級 №20 

プログラム 

１ 開会のことば日程説明 

２ 講話「統合への思い」 

３ 七宗小学校校舎見学 

４ サロン（座談会）  

５ 感想交流 

６ 閉会のことば 

 

実施日時：Ｒ6.９．２６（１０：００～１１：４０） 
場  所：神渕中学校 会議室 （現神渕中が、統合後、七宗 

小学校の校舎となります。） 
参 加 者：両校の保護者：２４名  教頭  町教育委員会職員 
 

「統合への思い」 
学級のねらい 

神渕小と上麻生小は、令和８年度に統合し、七宗小学校となります。今回、初めて 
の試みとして、神渕小・上麻生小合同の家庭教育学級を開催します。保護者の皆さん 
が楽しみに思っておられること、不安に思っておられること等、自由に話していただ 
き、まずは親同士がつながる準備を始めたいと思います。 

講話：田口
た ぐ ち

 広志
ひ ろ し

先生（現神渕中校長）

 

校長先生自ら作詞作曲をされた
ギターの弾き語りで講話が始まり
ました。そして統合への思いを熱
く語られました。 

 教育委員会職員の案内で七宗小
学校（現神渕中）の校舎内を見学
しました。 

神渕小 PTA子育て担当より 

お忙しい中、たくさんの方にご参加い

ただきました。ありがとうございました。 

神渕・上麻生の初めての合同家庭教

育学級でしたが、神渕中学校の校長先

生の素敵な歌から始まり、緊張もほぐれ、

笑い声も聞こえる、とても良い会になった

かと思います。 

「統合」という同じ不安を抱き、サロンで

交流し、情報交換ができたのは、すごく良

かった。 

上麻生小 PTA子育て担当より 

たくさんの方にご参加いた

だき、ありがとうございました。 

同じ年代の子どもがいる親

同士で交流することができ、子

育てをしていく上で、自分の家

庭以外からの情報や刺激はと

ても参考になりました。親も子

も大きな学びになったと思いま

す。 

これからもこういう交流がで

きるとよいと思いました。 

 

初めて実施した２校合同
の家庭教育学級でした。講
話、校舎見学の後、４、５
名からなる５つのグループ
に分かれ、サロン（座談
会）を行いました。統合に
関わって保護者や子ども達
が楽しみに思っているこ
と、不安に思っていること
などを自由に話していただ
きました。これからも保護
者同士の関わりを深めなが
ら、子ども達のために家庭
の教育力をますます高めて
いけたらと思います。 



 

 

 
 

講演会型＋体験活動参加型＋子育てサロン型  

八百津町立久田見小学校家庭教育学級 №21 

 
学級テーマ  

「親子のふれあい、学級生同士のふれあいを深め、心豊かな子どもの育成に努める」 
実施日時：R6.１０．３１（木） １０：3０～１３：５０   
場  所：久田見小５･６年教室・図工室  参加者：保護者（のべ１５名） 

 
➁栄養講話・給食試食会・給食参観 
   講師：八百津町 学校栄養教諭 

対象：全保護者 

     １１：３５～１３：００  

➀「スマホ・ネット安全教室 
for family」 

講師：NTT ドコモより（オンライン開催） 

対象：５・６年生とその保護者 

      １０：４０～１１：２５ 

➂子育てサロン会 
１3：1５～１３：5０ 

対象：全保護者 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
➀情報技術の上手な活用とリスク 

を考える。 
➁どのくらいのリスクがあるかを

考え、工夫やスキル（方法）を
身に付ける。 

         
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
親同士で、親と子で、話し合いの

時間をもちながら講座を受けます。
最後は、今後、気を付けること（約
束）を２つ決めました。 
 
 画面の向こうからの呼びかけを
聴き、やりとりをしながら講座が
進みました。担任の先生による働
きかけもあり、学びがぐっと深ま
りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日は、 
〇SNSの発信性 
〇どれくらい 
リスクがあるか 

について考えま
す。 

インターネットを上手に活用するためのスキルアップ！ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「食」は、とても大切なもの。
毎日の積み重ねです。「食」は
漢字で人を良くすると書きます
が、食べ方によっては身体にも
心にも悪い影響を及ぼすことが
あります。 

・食卓は、コミュニケーションを
とるよい場です。会話（心の交
流）＋ はしの持ち方（礼儀・
マナー）等、子ども達に伝えて
いくことが大事です。 

・朝食は、子ども達の様子をキャ
ッチする場になります。一緒に
食べる時間を作るようにしたい
ものです。 

・小学生の時期は、体がぐっと育
つとき。しっかり骨を作るため
栄養のバランスを考えたい。カ
ルシウムや野菜は大切。お互い
に作用しながら体に働きます。 

       （講話より抜粋） 
  

 

 食は、「知育・徳育・体育」全
ての基本です。 

 

 アンケート結果をもとに、久
田見小学校の「朝食のとり方」
の特長を話されました。 
 岐阜県民の７割が野菜不足と
いうことから「朝食に一皿野菜
を加えましょう」というアドバ
イスがありました。 

講座のまとめは「サロ
ン会」です。５～６名の
グループに分かれ、「我が
子の自慢」で盛り上がり
ました。子育てで困って
いることも気軽に話し、
皆でつながることができ
ました。 

お疲れ様でした！ 

＜給食試食会＞より 

本日の給食について？ 

・お腹いっぱいになりました。 

味付けもちょうどよかった。 

・季節のイベントに合わせた献 

立になっていて楽しく食べる 

ことができました。 

・毎日、家庭でお昼ご飯をこん 

なにバランスがとれるように 

できないので、給食はありが 

たい。 

＜給食・食育の講話＞より 

・「生きることは食べること」

を我が家では大切にしていま

す。 

・給食で体によい食材を選んで 

下さっていてありがたい。 

・学校で栄養が摂れているので

安心しました。 

・授業で食育の勉強をしたそう

で、家でも野菜が足りない、

赤色が足りないなど、よく分

かっているなあと思いまし

た。家でも伝えていますが、

学校ほど耳に入っていないよ

うなのですごくありがたい。 

・食事のバランスやマナー等家

でも話してみようと思いま

す。 

この日は、一日に３講座実施されました。一つ一つがとても充実した学級になったようです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

講演会型＋子育てサロン型  

富加町 大きいひよこ教室（乳幼児学級） №22 

 

「こども園見学」 
学級のねらい 

大きいひよこ教室の子ども達は、あと五ヶ月するとそのほとんどがとみか 
こども園に入園します。わが子が自分の手元から離れ、新たな集団に入るこ 
とに不安を感じておられる方も少なくないでしょう。園の見学やお話を聴き、 
少しずつ入園に向けての準備をはじめましょう。 

実施日時：R6.１１．６（水） １０：００～１１：３０   
場  所：とみかこども園 遊戯室  参加者：親 子（２２組） 町担当者２名 
                      子育て支援センター職員３名 
      

講 師 ： 講 話 とみかこども園 副園長さん 
提 言 富加町教育管理監 

プログラム 
１ はじまりのあいさつ 
２ おはようの歌  ３ お返事はーい 
４ お誕生日おめでとう！ 
５ 読み聞かせ「へんしんトンネル」 
６ 園より 見学＆講話 
７ 教育管理監より 
８ フリートーク（サロン） 
９  アンケート記入 
10  連絡事項 終わりの挨拶 

担当班による読み聞かせ 

富加町乳幼児学級  
さくらんぼ（胎児期）→たまご（０歳児）→小さい
ひよこ（１歳児）→大きいひよこ（２歳児） 

副園長先生より ＜生活習慣の自立のポイント＞  
◎お家の方が良い手本になって。お子さんが真似をす 

ることが、まず第一歩！ 

 ◎無理強いはせず、励まして見守ることを大切に！ 

 ◎できた時は褒め、次もやってみようという意欲に！ 

 ◎お子さん同士（友達）の中で、遊ぶ経験を大切に！ 

 

登園をしぶったら 
    ↓ 
「心配せず、送り出して
ください。その子その子

のペースがあります。促
してはやりたいが、泣い
てまで無理強いしなくて

もいいですよ。それで心
があせってイライラして
は本末転倒です…。 

後半：フリートーク 
・野菜を食べないけれど、給食が不安です。 
・お箸がまだ持てません。スプーンとフォークの 

ままでいいのかしら？ 
・兄弟でおもちゃの取り合いをします。 

など、子育ての悩みをたくさん交流しました。
経験のあるお母さんから、「今の世の中は、情 

報が多いから。みなさん気にしすぎ。気にするか
らイライラしてしまう。それはかえって子どもの
ためによくない。」「心配はあるけど、いつかは解
決するから。適当に母さんをやっています。」
等、気持ちが楽になるようなアドバイスがありま
した。 

「～べき、しなければだめ。」と思い過ぎないように。いっ
ぱい愛情を受けて育った子は、生きていけます。いつかは終
わりが来る子育ての時間を大切に。目いっぱい楽しんで！ 
              （町家庭教育学級担当より） 

園内見学 
未満児クラス

で読み聞かせに
参加させてもら
いました。園児
と一緒に、親子
でお話に耳を傾
けました。 



 
 
   
 
 
   
   
  
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

講演会型 

美濃加茂市立西中学校 家庭教育学級 №23 

 
学級テーマ  

「思いやりの心をもち、仲間との絆と自分自身を大切にできる子どもの育成」 
実施日時：R6.１１．１３（水） １４時００分～１５時３０分   
場  所：西中学校図書室（北舎 2 階） 参 加 者：保護者（のべ８名）学校職員２名 

 

 講 師 ： 佐々木
さ さ き

 知
ち

絵
え

 氏（西中学校スクールカウンセラー） 

内 容 ： 令和時代の子育ての在り方 
～ほっとできる居場所を作るために～ 

 
１ 近年の子ども達の状況 
  令和５年度 不登校児童生徒について把握した事実 
   学校生活のやる気が出ない   ３２．２％ 
   不安・抑うつ         ２３．１％ 
   生活リズムの不調       ２３．０％ 
  ＊不登校は、理由が一つではない。複合的なもの。「皆が勉強し 

ている時に、遊んでいるのがつらい。」と回答した子  
・・・ ４９３．４４２人 

２ ほっとできる居場所とは 
 ・家、学校、習い事、友人関係など、「自分が所属する集団内で大 

切な存在として尊重されていると感じることができて、リラック 
スして過ごせる場所。」 

 ・今、流行りのキーワード「心理的安全性」。 
  チーム内の誰に対しても自分の意見や気持ちを安心して伝えられ 

る状態。「話しやすさ・助け合い・挑戦・新奇歓迎（新しい価値 
観や今までと違う状態を受け入れること）」  

   
３ 雰囲気づくりのテクニック～傾聴～ 
  「傾聴」とは？ 相手に関心をもって、共感しながら受け止め

る「聴き方」。 
  ➀「傾聴」の三原則 
   共感的理解・・・相手の立場になって聴く。 
  ➁無条件の肯定的関心 
   善悪や好みの評価を入れずに聴く。 
   →否定や安易なアドバイスをしない。 
  ➂自己一致 
   相手にも自分にも真摯に聴く。 
    →分からない時は、質問する。 
    言葉にして話すと現実に近づく 

講座の最後に三人一組で「傾聴」のワー
クショップを行いました。参加者の中に外国
人のお母さんもおられ、通訳さんが同時通訳
で学びを支えてくださいました。 

 子どもが真剣な話をしたとき
は、傾聴のスイッチを入れる。 

「聴く」態勢を作る。「共有するが
絶対に話さないこと」を家族間で
確認すること！ 
 

「傾聴のポイント」 
・〇 うなずき・あいづち・オウム返し・ 

要約 
・× 否定・評価・意見の押し付け・不遜 

な態度  
・助言は慎重に、リアクションは、程ほど 

に。 
・分からないことやもっと詳しく話してほ 

しい時は、オープンクエスチョン 
・沈黙を共に味わう → 上級 
 そんな時は、「何か話しづらい？」とい 

う一言。   


